
新町駐屯地創設記念行事で「伝えたかった想い」

昨
年
の
新
町
行
事
で
拝
見
し
た
模
擬
戦
で
、
機
甲
科
部
隊(

戦
車
部
隊)

の
仮
の
戦

い
日
本
の
未
来
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
曲
で
す
。
私
が
み
て
も
自
衛
隊
の

衛
隊
の
護
衛
艦
隊
、
航
空
自
衛
隊
の
航
空
部
隊
が
編
隊
飛
行
す
る
様
子
を
プ
ロ
ロ
ー
グ

す
。
曲
の
終
盤
で
は
、
作
戦
任
務
を
完
遂
し
上
空
を
見
上
げ
る
と
蒼
天
の
青
空
が
明
る

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
を
是
非
、
太
鼓
の
演
奏
で
表
現
し
た
い
と
考
え
、
今
年
一
月
、
新
曲
「
蒼
翔
（
そ
う

行
進
す
る
荘
厳
な
陸
上
自
衛
隊
の
普
通
科
部
隊
、
そ
れ
に
続
く
機
甲
科
部
隊
、
海
上
自

本
校
和
太
鼓
部
、「
飛
翔
（
ひ
し
ょ
う
）」

向
け
、
現
在
８
分
の
大
曲
に
仕
上
げ
て
い

は
こ
の
曲
で
今
年
７
月
、
香
川
県
で
開
催

し
ょ
う
）」
制
作
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
曲
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
自
衛
隊
の
み
な
さ
ま

闘
シ
ー
ン
は
、
部
員
に
と
っ
て
大
変
、
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。
部
員
た
ち
は
そ
の
様

が
活
躍
し
て
い
る
様
子
を
表
現
す
る
も
の
で
す
。
ま
ず
、
蒼
天
の
青
空
の
も
と
大
地
を

と
し
、
中
盤
で
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
戦
闘
シ
ー
ン
の
様
子
を
表
現
し
て
い
ま

皆
様
の
活
躍
を
彷
彿
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
で
、
皆
様
は
き
っ
と
感
動
し
て
い
た
だ

活
動
等
に
従
事
さ
れ
た
隊
員
、
国
際
平
和

け
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
品
で
部
員
た
ち
は
、
日
頃
よ
り
日
本
の
防
衛
や
災
害
派
遣

自
衛
隊
の
皆
様
に
、
太
鼓
の
演
奏
と
い
う

形
で
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
令
和
６
年
４
月
に
引
き
続
き
新
町
駐
屯
地
司
令
よ
り
依
頼
を
い
た
だ
き
、
令
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新
町
駐
屯
地
創
設
７
４
周
年
記
念
行
事

さ
れ
る
全
国
大
会
に
臨
み
ま
す
。
そ
れ
に

し
て
い
ま
す
。

露
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
す
。「
蒼
翔
」
は
さ
ら
に
壮
大
さ
を
増

で
初
披
露
し
た
こ
の
「
蒼
翔
」
は
本
校
を

校
生
が
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
贈
っ
た
布
石

代
表
す
る
曲
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
高

と
な
る
曲
で
す
。
是
非
、
全
国
の
自
衛
隊

の
皆
様
に
は
８
分
の
大
曲
「
蒼
翔
」
を
披
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和
７
年
４
月
５
日
（
土
）
及
び
６
日
（
日
）、
新
町
駐
屯
地
創
設
74
周
年
記
念
行
事
に

協
力
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
防
衛
省
・


